
６
月
市
議
会
で
広
瀬
慶

輔
市
長
が
所
信
表
明
演
説

を
行
い
ま
し
た
。

（
今
後
の
市
政
運
営
の

基
本
的
方
針
）

就
任
以
来
、
社
会
課
題

の
本
質
を
捉
え
た
「
寝
屋

川
水
準
の
施
策
」
を
立
案

す
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と

し
て
、
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

本
市
が
将
来
に
わ
た
っ

て
発
展
し
続
け
る
た
め
に

は
、
学
研
都
市
軸
と
京
阪

軸
が
交
互
に
成
長
す
る

「
2
軸
化
構
想
」
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
の
結
節
点
で
あ

る
寝
屋
川
市
駅
前
に
公
共

施
設
を
集
約
化
す
る
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
化
構
想
」
の
早
期

実
現
に
向
け
て
は
、
市
駅

前
に
開
設
し
た
中
央
図
書

館
に
加
え
、
旧
大
阪
電
気

通
信
大
学
駅
前
キ
ャ
ン
パ

ス
を
改
修
し
、
利
用
頻
度

の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
機

能
を
集
約
す
る
「
（
仮
称
）

駅
前
庁
舎
」
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
機

能
を
併
せ
持
つ
「
（
仮
称
）

こ
ど
も
専
用
図
書
館
」
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
地

震
の
影
響
で
使
用
で
き
ず
、

多
く
の
市
民
が
開
設
を
待

ち
望
む
生
涯
学
習
拠
点
の

設
置
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
総
合
セ
ン
タ
ー

跡
地
や
ア
ド
バ
ン
ス
ね
や

が
わ
1
号
館
屋
上
、
香
里

園
駅
高
架
下
な
ど
を
候
補

地
と
し
て
、
市
域
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
長
年
の
願
い
で

あ
っ
た
小
規
模
・
多
機
能

型
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
を
計

画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

「
子
育
て
・
教
育
環
境
」

を
変
え
る

本
市
の
未
来
を
担
う
全

て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境

を
作
る
た
め
に
、
「
2
つ

の
無
償
化
」
を
進
め
ま
す
。

一
つ
目
は
「
保
育
料
の

無
償
化
」
で
す
。
特
に
負

担
感
の
大
き
い
第
二
子
以

降
の
保
育
料
の
無
償
化
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
つ
目
は
「
学
校
給
食

の
無
償
化
」
で
す
。
中
学

生
の
時
期
は
、
特
に
生
活

費
や
教
育
費
の
負
担
が
大

幅
に
増
加
す
る
こ
と
を
考

慮
し
、
ま
ず
は
、
中
学
校

給
食
の
無
償
化
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
高
齢
化
が
更
に

進
行
す
る
こ
と
は
、
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
実

で
す
。
シ
ル
バ
ー
世
代
の

皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た

家
・
地
域
で
、
最
後
ま
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
地
域
の
中
で
、

充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護

支
援
や
相
談
支
援
な
ど
、

地
域
全
体
で
支
え
合
う
社

会
の
構
築
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

自
動
車
の
運
転
に
不
安
を

感
じ
、
自
主
的
に
運
転
免

許
証
を
返
納
す
る
方
や
、

転
倒
・
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
自
転
車
の
利
用
を
控
え

る
方
の
増
加
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
が
、

安
心
し
て
日
常
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
買
物
や

通
院
な
ど
へ
の
移
動
手
段

を
確
保
し
、
交
通
利
便
性

の
向
上
と
外
出
に
よ
る
健

康
を
維
持
で
き
る
環
境
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

こ
う
し
た
状
況
を
見
据

え
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
外

出
時
の
移
動
に
係
る
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
不
便
地
域
に
お

け
る
移
動
手
段
や
バ
ス
利

用
促
進
事
業
な
ど
、
シ
ル

バ
ー
世
代
等
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
確
保
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
配

置
を
見
直
す
こ
と
で
、
シ

ル
バ
ー
世
代
等
が
来
庁
し

や
す
い
環
境
を
構
築
い
た

し
ま
す
。

公
共
交
通
の
結
節
点
で

あ
る
寝
屋
川
市
駅
前
に
公

共
施
設
を
集
約
化
す
る

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
構
想
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
シ

ル
バ
ー
世
代
等
が
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
、
容
易
に
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

他
方
、
現
在
の
市
役
所

本
庁
舎
1
階
部
分
に
は
、

福
祉
部
局
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
シ
ル
バ
ー
世
代
や

障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど

が
送
迎
時
に
車
両
で
来
庁

で
き
、
駐
車
場
か
ら
手
続

ま
で
“
フ
ラ
ッ
ト
な
環
境
”

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
環
境
を
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
4
年
間
も
引
き
続

き
、
寝
屋
川
市
が
「
選
ば

れ
る
ま
ち
」
へ
と
大
き
な

変
化
を
遂
げ
る
た
め
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

市
政
運
営
に
全
力
を
傾
注

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

課
せ
ら
れ
た
私
の
職
責
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
所
信
表
明
演
説
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
）
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2023年度 広瀬市長 所信表明演説

保育料・給食費の無償化を進める
シ
ル
バ
ー
世
代
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
事
が
出
来
る
ま
ち
づ
く
り
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子
育
・
教
育
環
境
の
整
備

シ
ル
バ
ー
世
代
の
外
出
援
助
へ



１　　募集区画等

納骨壇 3段式 6段式

定期募集対象区画数 264区画 1200区画

使用数 261区画 818区画

募集数 3区画 55区画

使用形態 1～2段目の区画を使用 1～4段目の区画を使用

使用期間

使用料 40万円 20万円

管理料 20万円 10万円

合計 60万円 30万円

25年　※更新可能

募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

申
込
書
の
配
布

８
月
１
日
（
火
）
～

配
布
場
所

市
役
所
本
庁
、
各
シ
テ
ィ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
公
園
墓

地
管
理
事
務
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド申
し
込
み
受
付
期
間

８
月
１
日
（
火
）
～

８
月
21
日
（
月
）
（
消
印

有
効
）

公
開
抽
選
会

9
月
3
日

（
仮
称
）

駅
前
庁
舎

使
用
開
始

令
和
5
年
11
月
1
日

（
水
）

第
２
１
１
通
常
国
会
は

21
日
、
１
５
０
日
間
の
会

期
を
終
え
て
閉
会
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
閉
会

に
あ
た
り
、
党
議
員
団
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
志
位
和
夫

委
員
長
は
「
平
和
・
暮
ら

し
・
人
権
を
断
固
と
し
て

擁
護
し
、
発
展
さ
せ
る
日

本
共
産
党
の
存
在
意
義
が

輝
い
た
国
会
に
な
っ
た
」

と
発
言
。
来
た
る
べ
き
総

選
挙
で
は
、
日
本
共
産
党

の
躍
進
で
、
大
軍
拡
に
突

き
進
み
、
一
連
の
悪
法
を

強
行
し
て
き
た
岸
田
政
権

と
自
民
・
公
明
・
維
新
・

国
民
の
「
悪
政
４
党
連
合
」

に
厳
し
い
審
判
を
下
そ
う

と
訴
え
ま
し
た

申
込
資
格

（
1
）
寝
屋
川
市
に
1
年

以
上
継
続
し
て
居
住
し
て

い
る
人

（
2
）
祭
祀
を
主
宰
す
る

方（
3
）
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
方
が
、
公
園
墓
地

及
び
納
骨
壇
の
使
用
許
可

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

（
4
）
同
一
世
帯
で
、
今

回
の
納
骨
壇
の
募
集
に
重

複
し
て
応
募
し
て
い
な
い

こ
と
。

（
詳
し
く
は
市
役
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
部
市
民
生
活
担

当
ま
で
）
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6
月
か
ら
日
本
共
産

党
の
勤
務
員
と
な
り
ま

し
た
。
4
年
後
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

基
本
的
に
は
寝
屋
川

市
委
員
会
に
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
顔
を
見

に
来
て
下
さ
い
。

こ
の
間
も
、
生
活
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
多
か
っ

た
の
が
、
国
が
行
う
低

所
得
者
世
帯
へ
の
3
万

円
の
給
付
事
業
で
、
何

時
頃
振
り
込
ま
れ
る
の

か
、
返
信
が
い
る
の
か
、

生
保
は
対
象
に
な
っ
て

い
る
の
か
で
し
た
。
市

や
国
の
広
報
が
も
う
少

し
分
か
り
易
け
れ
ば
良

か
っ
た
の
に
、
そ
し
た

ら
相
談
も
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
不
安
な
の
か
何

度
も
電
話
を
く
れ
る
方

も
い
ま
す
。
し
っ
か
り

と
相
談
に
寄
り
添
え
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

7
月
か
ら
地
域
で
定
期

的
に
曜
日
と
時
間
と

場
所
を
決
め
て
生
活
相

談
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

太
田

と
お
る

令
和
５
年
度
納
骨
壇
の
募
集
に
つ
い
て

法 律 相 談

（日時）

７月２０日（木）

午後６時３０分～

（場所）

日本共産党寝屋川市委員会

（寝屋川市八坂町15-35）

相談を希望される方は、前日まで

に下記までお電話ください。

中林かずえ 090-3944-8385

松尾 信次 090-3056-9924

西田まさみ 090-9713-3588

太田とおる 080-3818-9722

通
常
国
会
が
閉
会
し
ま
し
た

市政報告会

日本共産党寝屋川市会議員団が

6月市議会の報告を行います

日時 7月9日（日）
午後4時～

（場所）

日本共産党寝屋川市委員会
（寝屋川市八坂町15-35）

問い合わせ

072-823-0058まで


